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Makomanai Idea competition

～駅前の交流の広がりから南区の魅力創造へ～
真駒内2014    2040

賞・賞金

パネル部門（総合提案）

優秀賞：20万円×2作品
佳　作：10万円×4作品

応募締切

A4判部門（自由提案）

優秀賞：1万円×5作品
平成26年（2014年）

8月15日金

真駒内の未来を考える
まちづくりアイデアコンペ

2040年、南区の人口は約30％減少し、高齢化率は50%を超えていると推計されています。
このような時代においては、これまでの右肩上がりの社会構造を前提とした価値観からの転換が求められています。
駅周辺の施設整備といったハード面だけではなく、福祉、コミュニティ、経済・ビジネス、芸術文化、防災、ランドスケープなど
ソフト面と連携した継続的な取組が必要です。
2040年の未来を見据え、真駒内の再生を進めるためには、2014年の今からどんな取組が必要か、そして、
それを今後どう発展させていくべきか、真駒内らしさを活かした様々なまちづくりのアイデアを期待しています。
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※各賞の選定作品数、賞金額等は審査委員会の
　意見を基に変更する場合があります。 

主催：札幌市 詳しい内容についてはウェブサイトの募集要項をご覧ください。
ウェブサイト（URL）：http://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/makomanai/ideacompe.html

真駒内まちづくりコンペ 検索
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●提案対象地域

●応募部門
パネル部門（総合提案）

内
容

テーマを踏まえながらまちづくりのアイデアを幅広い
視点から総合的に表現してください。

提
出
物・仕
様
※

①　応募作品：Ａ1判（594㎜×841㎜）パネル１枚
②　提案趣旨説明書
③　電子データ
④　応募作品提出票

表
現
方
法
等

表現方法は問いませんが、視覚的に表現してください。
なお、以下の事項は必ず記載・表現してください。
＜応募作品＞
①　作品タイトル
②　コンセプト及びその設定の背景
③　アイデアを実現化するためのプロセス
＜提案趣旨説明書＞
提案の趣旨について、文章中心の表現で記載してください。

A4判部門（自由提案）
内
容

テーマを踏まえながらまちづくりのアイデアを自由に表現
してください。 

提
出
物

・仕
様
※

①　応募作品：Ａ4判（210㎜×297㎜）１枚
②　応募作品提出票

表
現
方
法
等

アイデアをイメージしやすいよう、図表・写真・イラスト
などを用いて、なるべく視覚的に表現してください。
なお、以下の事項は必ず記載してください。
①　作品タイトル
②　アピールポイント

※�提出物の様式については募集要項をご覧ください。

●参加資格
個人、グループ、企業、団体いずれも応募できます。
国籍、年齢、資格等も問いません。

●事前登録
⑴　登録期間：平成26年4月1日㈫～平成26年6月30日㈪
⑵　提出方法：①FAX（札幌市コールセンター FAX:011-221-4894）
　　　　　　　②ウェブサイトの登録フォームから登録（下記URL参照）

●質問・回答
⑴　質問受付期間：平成26年4月1日㈫～平成26年6月30日㈪
⑵　 回答の公表： 質問に対する回答は、ウェブサイトに掲載し

ます（下記URL参照）。

●提出方法
⑴　応募締切：平成26年8月15日㈮　当日必着
⑵　 提出方法： 事務局までお送りいただくか、直接ご持参ください。

また、送付先は下記をご覧ください。

〒060−8611 札幌市中央区北１条西２丁目　札幌市役所本庁舎５階
札幌市市民まちづくり局都市計画部地域計画課内　TEL 011−211−2545　FAX 011−218−5113
E-mail：toshikeikaku@city.sapporo.jp
ウェブサイト（URL）：http://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/makomanai/ideacompe.html

事務局
（問合せ先）

真駒内2014    2040 ～駅前の交流の広がりから南区の魅力創造へ～

●審査方法

●審査の視点
評価項目 評価内容

① 地域課題への
　 対応

現状分析が適切で、地域課題に的確に対
応しているか。

② 先　 見　 性 未来を見据えた提案になっているか。

③ 独　 創　 性 アイデアのユニークさ、他のアイデアと
の差別化の程度。

④ 印　 象　 度 表現やアイデアのインパクトの強さやア
ピール度。

⑤ 発　 展　 性 新たな交流の誘発・他地域への効果の波及
など、発展性のある提案になっているか。

⑥ 総  合  性(※)
様々な分野の取組が視野に入れられている
と共に、実現化に向けたプロセスが考慮さ
れているなど総合的な提案となっているか。

※�A4判部門については、自由なアイデアを募集しているため、⑥総合性の視点
は評価項目から除外します。

●審査委員会
以下の有識者による審査委員会を組織し、審査を行います。

区　分 氏　名 所　属　等

委員長 蓮見　　孝 札幌市立大学 学長

委　員 北原　啓司 弘前大学大学院地域社会研究科 研究科長
日本建築学会 住まい・まちづくり支援建築会議運営委員長

委　員 前田　英寿 芝浦工業大学 デザイン工学部 教授
柏の葉アーバンデザインセンターアドバイザー

委　員 八木 由起子 株式会社コスモメディア 編集局 局長
雑誌 『poroco』／『北海道生活』　編集長

委　員
（地域住民） 山岸　光生 一般社団法人真駒内社会福祉会 常務理事

真駒内総合福祉センター　館長

〈スーパーバイザー※〉
氏　名 所　属　等

小林　英嗣
一般社団法人都市・地域共創研究所 代表理事
特定非営利法人日本都市計画家協会 会長理事
北海道大学名誉教授

※アイデアコンペ全体の総合監修

●募集要項
詳しい内容についてはウェブサイトの募集要項をご覧ください。

さっぽろ市
02-C05-14-389
26-2-290

テーマ

＜1次審査＞（審査委員会）

事前登録（FAX又はウェブサイトにて登録）

応募作品の提出（事務局に送付）

パネル部門 A4判部門

8月下旬

9月下旬〜10月上旬

8/15㈮当日必着

10/19㈰（予定）
13:00〜17:00

平成26年
4/1㈫〜6/30㈪まで

受賞作品の決定・表彰式　

＜2次審査＞

一般の方からの事前投票

公開プレゼンテーション


